
○甲賀市公有財産審議会の運営に関する規則 

平成２０年１１月２０日 

規則第４５号 

改正 平成２８年１０月１１日規則第５８号 

平成２９年３月３０日規則第８号 

平成３０年３月３０日規則第９号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、甲賀市附属機関設置条例（平成２５年甲賀市条例第３５号。

以下「条例」という。）第３条の規定に基づき、甲賀市公有財産審議会（以下「審

議会」という。）の運営等に関し必要な事項を定める。 

（審議内容） 

第２条 条例第２条に規定する所掌事務においては、市長からの諮問事項に対して、

公平性の確保及び適正価格での取引きの観点等から調査及び審議を行うものとす

る。 

（委員） 

第３条 条例第２条第１項に規定する市の職員は１人とする。 

（会長） 

第４条 審議会に会長を置き、委員の互選によって定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名した

委員がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会議の議長と

なる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

（意見の聴取等） 

第６条 会長は、必要があるときは、委員以外の者を会議に出席させて意見を聴き、

又は資料の提出を求めることができる。 



（現地調査） 

第７条 審議会は、議案を調査審議する場合において必要があるときは、現地調査

を行うものとする。 

（会議録等） 

第８条 会長は、会議の次第及び出席者の氏名を記載した会議録を作成しなければ

ならない。 

２ 会議録には、会長及び出席委員１人以上が署名しなければならない。 

３ 会議録は、原則公開とする。 

（答申書） 

第９条 会長は、審議会の議事の決議があったときは、遅滞なく答申書を作成する

ものとする。 

（会議の非公開） 

第１０条 会議は、非公開とする。ただし、審議会が特に必要と認めたときは、公

開することができる。 

（守秘義務） 

第１１条 委員は、審議会において他の委員から開示され、又は知り得た情報を審

議会の承諾なしに第三者に開示してはならない。その職務を退いた後も同様とす

る。 

（委員の除斥） 

第１２条 議事に直接利害関係を有する委員は、その議事に参加することができな

い。ただし、審議会の同意があったときは、議事に参加し、発言することができ

る。 

（庶務） 

第１３条 審議会の庶務は、総務部管財課において処理する。 

（その他） 

第１４条 条例及びこの規則に定めるもののほか、審議会の運営に関して必要な事

項は、会長が審議会に諮って定める。 

付 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

付 則（平成２８年規則第５８号） 



この規則は、公布の日から施行する。 

付 則（平成２９年規則第８号） 

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

付 則（平成３０年規則第９号） 

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

 


